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史
苑
（
第
七
八
巻
第
一
号
）

一
．
研
究
史
と
問
題
の
所
在

　
一
六
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
思
想
の
研
究
者
と
し
て
、
ト
マ
ス
・

モ
ア ( M

ore, Sir Thom
as, 1478-1535)

の
『
ユ
ー
ト
ピ
ア

( U
topia)

』（1516

）
に
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
重
要
性
を
持
っ
た
史

料
を
一
つ
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
筆
者
は
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の

繁
栄( A discourse of the com

en w
eale of thys R

ealm
e of 

E
nglande)

』（c.1549

）
を
選
ぶ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
『
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
王
国
の
繁
栄
』
は
、
し
ば
し
ば
ヘ
ン
リ
八
世
に
よ
る
修
道
院
解

散
以
降
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
経
済
的
混
乱
を
考
察
し
た
、
稀
有
な
経

済
史
料
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
（
１
）

。『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
繁
栄
』

が
初
期
近
代
の
経
済
思
想
の
端
緒
を
飾
る
貴
重
な
史
料
と
し
て
注
目

さ
れ
た
の
は
、
偏
に
そ
れ
が
古
典
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
精
神
を
保

持
し
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
（
２
）

。
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
同
書
は
中
世
の

ス
コ
ラ
的
規
範
を
脱
却
し
、
古
典
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
依
拠
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
経
済
問
題
の
解
決
を
図
り
、「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス

( com
m

onw
ealth

) （
３
）」

の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　
例
え
ば
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
Ｗ
・
ベ
イ
カ
ー
は
一
六
世
紀
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
に
お
け
る
古
典
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
急
進
性
を
指
摘
し
な

が
ら
、『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
繁
栄
』
を
そ
の
よ
う
な
知
的
潮
流

　
論
文

　『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
繁
栄
』
に
お
け
る
経
済
思
想
　

　
　
　
―
個
人
と
国
家
の
利
潤
動
機
と
い
う
観
点
か
ら
―

山
　
根
　
明
　
大

キ
ー
ワ
ー
ド

　
古
典
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
　
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
　
利
潤
動
機
　
貧
欲
　
囲
い
込
み
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『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
繁
栄
』
に
お
け
る
経
済
思
想
（
山
根
）

の
中
に
位
置
づ
け
て
い
る
（
４
）
。
ベ
イ
カ
ー
に
よ
る
と
、『
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
王
国
の
繁
栄
』
は
モ
ア
の
『
ユ
ー
ト
ピ
ア
』
に
多
く
を
負
っ
て
い

る
が
、
前
者
の
議
論
は
よ
り
現
実
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
社
会
の
状
況
に

即
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
経
済
問
題
に
具
体
的
な
解
決
案
を
提

示
す
る
こ
と
を
通
じ
て
「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」
の
改
良
を
図
る
も
の

だ
っ
た
（
５
）
。
ま
た
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
マ
ク
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ド
は
、
一
五
三
〇

年
代
に
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
教
育
を
受
け
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
た
ち
に
注
目
し
な
が
ら
、『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国

の
繁
栄
』
を
こ
の
「
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
サ
ー
ク
ル
（
６
）

」
の
一
員
ト
マ
ス
・

ス
ミ
ス( Sm

ith, Sir Thom
as, 1513-77) 

が
著
し
た
「
コ
モ
ン

ウ
ェ
ル
ス
」
論
と
み
な
し
た
（『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
繁
栄
』
の

オ
ー
サ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
本
稿
二
を
参
照
）。マ
ク
デ
ィ
ア
ミ
ッ

ド
に
よ
る
と
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
た
ち
は
政

治
的
生
活
の
基
礎
と
し
て
「
共
同
体
の
同
意 ( the consent of the 

com
m

unity)

」
を
重
視
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
そ
れ
に
適
し
た
独

自
の
統
治
構
造
を
持
っ
た
共
同
体
と
み
な
し
た
（
７
）

。
同
時
に
彼
ら
は
、

そ
の
よ
う
な
共
同
体
や
統
治
構
造
は
変
化
す
る
も
の
と
考
え
る
と
と

も
に
こ
う
し
た
変
化
を
肯
定
的
に
捉
え
、
自
ら
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人

の
国
家
を
良
い
方
向
へ
導
く
た
め
の
「
改
革
者 ( reform

ers)

」
と

み
な
し
た
の
で
あ
る
（
８
）

。
と
り
わ
け
、
彼
ら
は
キ
ケ
ロ
的
伝
統
に
依
拠

し
な
が
ら
、「
レ
ト
リ
ッ
ク
」
と
政
治
的
活
動
を
密
接
不
可
分
の
も

の
と
み
な
し
、
彼
ら
に
と
っ
て
「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」
と
い
う
言
語

は
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
い
う
）
共
同
体
の
た
め
の
活
動
を
意
味
し
て

い
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
マ
ク
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ド
の
議
論
に
依
拠
す
る

な
ら
ば
、『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
繁
栄
』
は
こ
う
し
た
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
の
思
考
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
、
古
典
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
依
拠
し
て
「
コ

モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」
改
革
の
必
要
性
を
説
い
た
著
作
、
と
い
っ
た
解

釈
が
存
在
す
る
一
方
で
、『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
繁
栄
』
に
は
自

利
心
の
近
代
的
解
釈
と
も
言
う
べ
き
性
格
が
垣
間
見
ら
れ
、
利
潤

動
機
の
重
視
と
い
っ
た
側
面
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

指
摘
も
為
さ
れ
て
い
る
（
９
）
。
ス
ト
ア
主
義
者
た
ち
に
と
っ
て
「
貪
欲

( covetousness)

」
は
人
間
が
克
服
す
べ
き
も
の
（
彼
ら
は
実
際
に

克
服
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
た
）
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
た
ち
は
「
貪
欲
」
を
（「
怒
り
」
や
「
喜

び
」
の
よ
う
な
）
本
性
的
な
人
間
感
情
の
一
部
と
し
て
是
認
し
て
い

た（
（1
（

。
即
ち
、
こ
う
し
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
た
ち
の

思
考
を
反
映
し
、『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
繁
栄
』
で
は
ス
ト
ア
的

な
禁
欲
の
理
想
は
放
棄
さ
れ
、
個
々
人
の
利
潤
動
機
は
為
政
者
が
利

用
し
得
る
力
と
し
て
積
極
的
な
評
価
を
与
え
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う

訳
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
ニ
ー
ル
・
ウ
ッ
ド
の
解
釈
で
は
、『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王

国
の
繁
栄
』
に
お
い
て
人
間
は
自
利
を
追
求
す
る
存
在
で
あ
り
、
商

品
を
安
く
買
い
、高
く
売
る
の
は
「
人
間
の
堕
落
し
た
性
向 ( m

an's 



－  208  －－  209  －

史
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fallen nature)

」
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た（
（1
（

。
全
て
の
人
間
は
本
性

的
に
「
貪
欲
」
で
常
に
大
き
な
報
酬
を
追
い
求
め
る
の
だ
が
、
こ
う

し
た
堕
落
し
た
性
向
の
故
に
、
人
間
は
野
心
的
で
自
己
中
心
的
な
弱

い
存
在
で
あ
り
、
他
者
の
利
益
に
は
ほ
と
ん
ど
無
関
心
な
の
で
あ

る
。
ア
ン
ド
ル
ー
・
マ
ク
レ
ー
も
ウ
ッ
ド
の
よ
う
な
解
釈
に
同
意
し
、

「
利
己
心 ( self-interest)
」
こ
そ
市
場
経
済
の
原
動
力
で
あ
る
と

主
張
し
て
い
る（
（1
（

。
同
時
に
、『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
繁
栄
』
に
お

け
る
こ
の
よ
う
な
人
間
把
握
は
、
同
書
が
倫
理
的
な
議
論
を
切
り
離

し
な
が
ら
経
済
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
、
と
い
う
事
実
を
示
唆
し

て
い
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
繁
栄
』
は

（
古
典
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
特
徴
で
あ
る
）「
道
徳
哲
学 ( m

oral 
philosophy)

」
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
「
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
エ

コ
ノ
ミ
ー（
（1
（

」
と
い
う
新
た
な
社
会
経
済
論
の
誕
生
を
示
す
も
の
で

あ
っ
た（
（1
（

。

　
た
だ
し
、
こ
う
し
た
利
潤
動
機
に
関
す
る
議
論
は
二
つ
の
弱
点
を

抱
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
つ
は
、
ベ
イ
カ
ー
ら
が
指
摘
し

た
よ
う
な
「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」
論
と
利
潤
動
機
に
関
す
る
議
論
の

整
合
性
で
あ
る
。
即
ち
、仮
に
人
間
は
私
的
利
益
を
追
求
す
る
存
在
、

と
い
っ
た
ウ
ッ
ド
ら
の
解
釈
が
正
し
い
と
し
て
も
、『
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
王
国
の
繁
栄
』
に
「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」
と
い
う
公
共
の
利
益
に

関
す
る
議
論
が
見
ら
れ
る
の
は
事
実
で
あ
り
、
両
者
の
関
係
性
に
つ

い
て
論
じ
る
必
要
性
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
う
一
つ
は
、

ウ
ッ
ド
ら
の
利
潤
動
機
に
関
す
る
議
論
は
一
個
の
人
間
と
い
う
次
元

に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
国
家
と
い
う
次
元
で
の
考
察
が
欠
け
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
繁
栄
』

に
お
け
る
利
潤
動
機
に
関
す
る
議
論
を
「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」
論
と

の
関
係
性
に
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
個
人
と
国
家
と
い
う
二
つ
の
次

元
で
考
察
（
も
し
く
は
再
考
）
し
た
い
。

二
．『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
繁
栄
』
の
史
料
的
性
格
と

　
　
オ
ー
サ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て

　『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
繁
栄
』
の
利
潤
動
機
に
関
す
る
議
論
を

検
証
す
る
に
先
立
ち
、
同
書
の
史
料
的
性
格
と
オ
ー
サ
ー
シ
ッ
プ
に

つ
い
て
説
明
し
て
お
き
た
い
。『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
繁
栄
』
は

一
五
八
一
年
の
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
初
め
て
公
刊
さ
れ
た
の
で
あ

る
が
、
執
筆
年
代
は
そ
の
内
容
か
ら
一
五
四
九
年
頃
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
し
、『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
繁
栄
』
は
一
五
八
一

年
以
前
に
も
写
本
と
い
う
形
で
流
布
し
て
お
り
、
ま
た
一
五
八
一

年
版
の
タ
イ
ト
ル
はA C

om
pendious or briefe exam

ination 
of certayne ordinary com

plaints, of diuers of our country 
m

en in these our dayes: w
hich although they are in 

som
e part vniust and friuolous, yet are they all by w

ay 
of dialogues throughly debated and discussed, by W

. S. 
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『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
繁
栄
』
に
お
け
る
経
済
思
想
（
山
根
）

G
entlem

an

と
さ
れ
、
以
後
は
こ
の
一
五
八
一
年
版
の
リ
プ
リ
ン

ト
と
い
う
形
で
流
布
し
た
。
一
方
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ラ
モ
ン
ド
は

一
九
世
紀
末
に
、
ボ
ド
リ
ー
図
書
館
蔵
の
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の

繁
栄
』
の
写
本
を
基
に
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
をA discourse of the 

com
en w

eale of thys R
ealm

e of E
nglande

と
改
め
た（
（1
（

。

　『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
繁
栄
』
は
、（
そ
れ
が
執
筆
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
）
一
五
四
九
年
頃
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
直
面
し
て
い
た
諸
問

題
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
り
、
三
部
か
ら
成
る
対
話
形
式
で

話
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、「
第
一
の
対
話
」
で
は
人
民
の
不

幸
の
諸
相
に
つ
い
て
、「
第
二
の
対
話
」
で
は
そ
う
し
た
諸
問
題
の

原
因
に
つ
い
て
、「
第
三
の
対
話
」
で
は
そ
れ
ら
に
対
す
る
有
効
な

対
策
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
繁
栄
』

で
は
、
ド
ク
タ
ー
、
ナ
イ
ト
、
商
人 ( M

erchaunte)
、
帽
子
製
造

業
者 ( Capper)

、
百
姓 ( H

usbandm
an) 

の
五
人
が
そ
れ
ぞ
れ

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
諸
問
題
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
う
し

た
対
話
形
式
は
著
者
自
身
の
見
解
を
不
明
瞭
に
す
る
と
と
も
に
、
こ

の
五
人
に
各
階
層
の
利
害
を
代
表
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
当
時
の
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
の
社
会
構
成
の
縮
図
を
示
す
の
に
役
立
っ
て
い
る（
（1
（

。
こ

の
五
人
は
都
市
の
衰
微
や
宗
教
上
の
分
裂
な
ど
に
つ
い
て
も
言
及
し

て
い
る
が
、
彼
ら
の
議
論
の
中
心
テ
ー
マ
は
あ
く
ま
で
貨
幣
改
鋳
、

囲
い
込
み
、
物
価
騰
貴
と
い
っ
た
経
済
問
題
、
あ
る
い
は
そ
う
し
た

経
済
問
題
に
対
処
す
る
た
め
の
政
策
で
あ
っ
た
。

　
対
話
全
体
に
お
い
て
指
導
的
な
役
割
を
果
し
て
い
る
の
は
ド
ク

タ
ー
で
、
彼
は
広
い
学
識
と
明
快
な
論
理
を
以
て
諸
々
の
疑
問
に
答

え
、
人
々
の
間
の
意
見
の
衝
突
を
さ
ば
い
て
い
く
。
一
方
、
ナ
イ
ト

は
司
会
者
の
役
割
を
果
し
て
お
り
、
彼
は
ド
ク
タ
ー
に
質
問
を
発
し

た
り
、
ド
ク
タ
ー
の
主
張
に
異
議
を
唱
え
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、

対
話
の
進
行
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
残
り
の
三
人
は
い
わ
ば
脇

役
で
あ
り
、
発
言
も
ず
っ
と
少
な
い
が
、
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
た

ち
の
現
状
と
不
満
を
語
り
な
が
ら
、
ド
ク
タ
ー
に
指
示
を
仰
い
で
い

る
。
ド
ク
タ
ー
の
主
張
は
体
系
的
か
つ
一
貫
的
な
も
の
で
あ
り
、『
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
繁
栄
』
の
議
論
の
中
心
を
成
し
て
お
り
、
著
者

自
身
の
思
考
は
ド
ク
タ
ー
の
口
を
通
し
て
語
ら
れ
て
い
る
、
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
ナ
イ
ト
が
代
弁
す
る
、
当
時

の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
主
流
で
あ
っ
た
経
済
政
策
を
批
判
し
な

が
ら
、
著
者
は
自
ら
思
い
描
く
経
済
政
策
を
ド
ク
タ
ー
に
代
弁
さ
せ

て
い
る
の
で
あ
る（
（1
（

。

　
こ
の
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
繁
栄
』
の
著
者
に
つ
い
て
は
諸
説

あ
る
の
だ
が
、
中
で
も
有
力
な
の
が
ト
マ
ス
・
ス
ミ
ス
と
ジ
ョ
ン
・

ヘ
イ
ル
ズ( H

ales, John, 1516?-72) 

の
二
人
で
あ
る（
（1
（

。
ト
マ
ス
・

ス
ミ
ス
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
出
身
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ス
ト
で
、
主
に
エ
ド
ワ
ー
ド
六
世
期
と
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
期
の

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
政
治
の
最
前
線
で
活
躍
し
た
人
物
だ
っ

た（
（1
（

。
ス
ミ
ス
は
エ
ド
ワ
ー
ド
六
世
期
に
政
界
に
入
り
、ウ
ィ
リ
ア
ム
・
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セ
シ
ル
ら
と
共
に
摂
政
サ
マ
セ
ッ
ト
公 ( Seym

our, Edw
ard, 

Earl of H
ertford, 1st D

uke of Som
erset, 1506?-52) 

を

補
佐
し
た
。
ス
ミ
ス
は
枢
密
院
に
入
っ
て
請
願
裁
判
所 ( court of 

requests) 
の
長
官
な
ど
の
要
職
に
就
い
た
後
、
一
五
四
八
年
に
は

国
王
秘
書
長
官( principal secretary of state)

に
就
任
し
た
。

し
か
し
、
サ
マ
セ
ッ
ト
公
の
失
脚
に
伴
っ
て
ス
ミ
ス
も
公
職
を
奪

わ
れ
、
ま
た
（
カ
ト
リ
ッ
ク
を
信
奉
す
る
）
メ
ア
リ
一
世
の
治
世

に
お
い
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
あ
っ
た
彼
は
極
め
て
不
遇
で
あ
っ

た
。
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
が
即
位
す
る
と
ス
ミ
ス
は
政
界
に
復
帰
し
、

一
五
七
一
年
に
彼
は
再
び
枢
密
院
に
入
り
、
翌
年
に
は
国
王
秘
書
長

官
に
再
任
さ
れ
た
。

　
ス
ミ
ス
は
ル
ネ
サ
ン
ス
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
や
法
学
に
造
詣
が
深

い
ば
か
り
で
な
く
、
貨
幣
問
題
の
専
門
家
で
も
あ
り
、
エ
ド
ワ
ー
ド

六
世
期
と
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
期
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
社
会
・
経
済
問

題
に
取
り
組
ん
だ
人
物
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
事
実
、
ス
ミ
ス

は
一
五
七
一
年
一
一
月
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ア
ー
ズ
半
島
の
土
地
を

付
与
さ
れ
、
そ
こ
で
の
植
民
活
動
を
通
じ
て
人
口
過
多
と
い
っ
た
当

時
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
社
会
・
経
済
問
題
の
解
決
を
試
み
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
彼
は
自
ら
の
植
民
活
動
を
宣
伝
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

中
で
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
経
済
的
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
つ
い
て
説
く

と
と
も
に
、イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
植
民
者
に
よ
る
農
地
経
営
の
方
が
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
に
よ
る
も
の
よ
り
も
生
産
的
だ
と
し
、
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
植
民
を
正
当
化
し
よ
う
と
し
た
の
だ
っ
た（
（2
（

。

仮
に
ス
ミ
ス
を
著
者
と
す
る
な
ら
ば
、『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
繁

栄
』
は
彼
の
こ
う
し
た
社
会
・
経
済
問
題
へ
の
強
い
関
心
を
示
し
た

著
作
だ
と
言
え
よ
う
。

　
一
方
、
ジ
ョ
ン
・
ヘ
イ
ル
ズ
は
ヘ
ン
リ
八
世
期
お
よ
び
エ
ド
ワ
ー

ド
六
世
期
に
文
書
保
存
官 ( clerk of the hanaper) 

を
務
め
、

一
五
四
七
年
に
は
ラ
ン
カ
シ
ァ
の
プ
レ
ス
ト
ン
選
出
の
下
院
議
員
と

な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
特
に
ヘ
イ
ル
ズ
は
地
主
に
よ
る
囲
い
込
み
と

穀
物
価
格
の
高
騰
を
問
題
視
し
、
こ
う
し
た
問
題
に
対
処
す
る
た
め

の
三
つ
の
法
案
を
議
会
に
提
出
し
た
（
た
だ
し
、
い
ず
れ
の
法
案
も

成
立
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
）。ま
た
一
五
四
八
年
六
月
に
サ
マ
セ
ッ

ト
公
が
囲
い
込
み
の
実
状
調
査
と
違
反
者
摘
発
の
た
め
の
委
員
会
を

発
足
さ
せ
る
と
、
ヘ
イ
ル
ズ
も
そ
の
一
員
と
し
て
指
導
的
な
役
割
を

果
し
た
。
ヘ
イ
ル
ズ
は
牧
羊
囲
い
込
み
の
中
心
で
農
民
一
揆
が
頻
発

し
て
い
た
ミ
ド
ラ
ン
ド
諸
州
（
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
シ
ァ
、
バ
ー
ク

シ
ァ
、ウ
ォ
リ
ッ
ク
シ
ァ
、レ
ス
タ
シ
ァ
、ベ
ド
フ
ォ
ー
ド
シ
ァ
、ノ
ー

サ
ン
プ
ト
ン
シ
ァ
）
を
担
当
し
、
彼
の
委
員
会
は
同
年
六
月
か
ら
八

月
に
か
け
て
担
当
区
域
の
ほ
ぼ
全
て
を
巡
回
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、

サ
マ
セ
ッ
ト
公
が
失
脚
す
る
と
、
ヘ
イ
ル
ズ
は
大
陸
へ
亡
命
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
り
、こ
の
時
期
の
彼
の
消
息
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、

エ
リ
ザ
ベ
ス
治
世
に
な
る
と
、
彼
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
戻
っ
て
再
び

文
書
保
存
官
に
な
り
、
一
五
六
三
年
に
は
ラ
ン
カ
ス
タ
選
出
の
下
院
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議
員
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
繁
栄
』
の
著
者
と
し
て

は
、
ト
マ
ス
・
ス
ミ
ス
と
ジ
ョ
ン
・
ヘ
イ
ル
ズ
が
有
力
視
さ
れ
て
い

る（
（2
（

の
だ
が
、
こ
の
二
人
は
共
に
サ
マ
セ
ッ
ト
公
の
庇
護
下
で
当
時
の

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
社
会
・
経
済
問
題
に
取
り
組
ん
だ
の
だ
っ
た
。
特

に
サ
マ
セ
ッ
ト
公
の
農
民
保
護
的
政
策
を
支
持
し
た
者
た
ち
は
「
コ

モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
・
メ
ン ( com

m
onw

ealth m
en)

」
と
呼
ば
れ
、

彼
ら
は
牧
羊
囲
い
込
み
や
地
代
の
値
上
げ
に
反
対
し
、
地
主
に
対
抗

し
な
が
ら
農
民
の
保
護
を
訴
え
掛
け
た（
（2
（

。
と
は
い
え
、「
コ
モ
ン
ウ
ェ

ル
ス
・
メ
ン
」
は
必
ず
し
も
明
確
な
形
を
持
っ
た
党
派
で
は
な
く
、

個
々
の
メ
ン
バ
ー
の
間
に
は
微
妙
な
意
見
の
相
違
も
見
ら
れ
た
。「
コ

モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
・
メ
ン
」
と
い
う
用
語
自
体
は
そ
の
反
対
派
が
造
り

上
げ
た
蔑
称
で
あ
る
が
、
彼
ら
に
は
人
間
の
「
貪
欲
」
を
批
判
し
、

「
私
的
な
利
益( private profit)

」
の
対
極
に
位
置
す
る
「
公
共
の

利
益 ( com

m
onw

ealth)

」
を
擁
護
す
る
、
と
い
う
共
通
態
度
が

見
ら
れ
た（
（2
（

。
だ
が
サ
マ
セ
ッ
ト
公
の
政
策
が
行
き
詰
ま
り
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
各
地
で
農
民
一
揆
が
相
次
ぐ
と
、
公
の
政
敵
ウ
ォ
リ
ッ
ク

伯( D
udley, John, 

後
のD

uke of N
orthum

berland, 1502-
53)

と
そ
の
一
派
は
彼
の
責
任
を
厳
し
く
追
及
し
た
。
こ
う
し
て
、

一
五
四
九
年
一
〇
月
サ
マ
セ
ッ
ト
公
は
失
脚
し
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
セ

シ
ル
や
ト
マ
ス
・
ス
ミ
ス
は
ロ
ン
ド
ン
塔
に
幽
閉
さ
れ
、
ジ
ョ
ン
・

ヘ
イ
ル
ズ
は
国
外
へ
亡
命
し
、「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
・
メ
ン
」
の
一

派
は
瓦
解
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
新
た
に
実
権
を
握
っ
た

ウ
ォ
リ
ッ
ク
伯
は
地
主
擁
護
の
政
策
を
実
施
し
、
サ
マ
セ
ッ
ト
公
の

囲
い
込
み
調
査
委
員
会
は
消
滅
し
、
地
主
囲
い
込
み
が
再
び
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

三
‐
一
．「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」
と
個
人
の
利
潤
動
機

　
仮
に
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
繁
栄
』
の
著
者
が
ト
マ
ス
・
ス
ミ

ス
や
ジ
ョ
ン
・
ヘ
イ
ル
ズ
の
よ
う
な
「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
・
メ
ン
」

派
の
人
間
だ
と
す
る
と
、
同
書
に
（
ベ
イ
カ
ー
ら
が
指
摘
し
た
よ
う

な
）
公
共
的
な
「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」
論
が
見
ら
れ
る
の
は
何
ら
不

思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。
ま
ず
著
者
は
、『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の

繁
栄
』
を
著
し
た
理
由
を
そ
の
は
し
が
き
の
中
で
次
の
よ
う
に
説
明

す
る
こ
と
に
よ
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
い
う
「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」

に
対
す
る
強
い
帰
属
意
識
を
表
明
し
て
い
る
。

我
々
が
現
在
住
処
と
し
て
い
る
こ
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
い
う
コ

モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
お
よ
び
王
国 ( this Com

m
onw

ealthe and 
Realm

e of England) 

が
衰
退
し
て
い
る
こ
と
に
関
し
、様
々

な
不
平 ( the m

anifold com
playntes of m

en) 

が
存
在
し
、

今
で
は
そ
の
問
題
が
こ
れ
ま
で
に
な
く
広
範
に
論
じ
ら
れ
、
そ

の
原
因
に
つ
い
て
も
人
に
よ
っ
て
各
々
の
言
う
と
こ
ろ
が
異

な
っ
て
い
る
。
私
は
そ
れ
に
つ
い
て
改
革
を
行
っ
た
り
、
気
を
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配
っ
た
り
す
る
の
を
任
務
と
し
て
い
る
国
王
評
議
会
に
属
し
て

い
る
者
で
は
な
い
。
し
か
し
、
私
も
正
に
そ
の
コ
モ
ン
ウ
ィ
ー

ル
の
一
員 ( a m

em
bere of the sam

e com
m

on w
eale) 

で

あ
り
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

議
会
の
一
員
と
し
て
召
さ
れ
て
い
る
身
で
も
あ
る
こ
と
を
自
覚

し
て
い
る
の
で
、
自
分
が
こ
の
問
題
に
縁
も
所
縁
も
な
い
者
だ

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る（
（2
（

。

　
こ
こ
で
著
者
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
い
う
「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
お

よ
び
王
国
」
に
お
い
て
「
様
々
な
不
平
」
が
持
ち
上
が
っ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
の
だ
が
、著
者
に
と
っ
て
「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」

と
「
王
国
」
は
必
ず
し
も
相
互
排
他
的
な
政
体
で
は
な
か
っ
た（
（2
（

。
同

時
に
、
著
者
は
「
議
会
の
一
員
」
と
し
て
、
そ
し
て
何
よ
り
も
「
コ

モ
ン
ウ
ィ
ー
ル
の
一
員
」
と
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
い
う
「
コ
モ

ン
ウ
ェ
ル
ス
」
の
改
革
の
必
要
性
を
強
く
訴
え
掛
け
て
い
る
の
で
あ

る
。
と
り
わ
け
、
著
者
は
こ
う
し
た
「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」
改
革
の

論
拠
と
し
て
キ
ケ
ロ
の
議
論
を
援
用
し
て
い
る
（
と
推
測
さ
れ
る
）

の
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
次
の
ナ
イ
ト
と
ド
ク
タ
ー
の
遣
り
取
り
か
ら

窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ナ
イ
ト: 

し
か
し
、
国
王
に
も
コ
モ
ン
ウ
ィ
ー
ル
に
も
奉
仕
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
は
、
神
や
国
王
が
我
々
に

貧
し
い
な
が
ら
も
生
活
の
糧
を
お
与
え
下
さ
る
の
は
、
他
で
も

な
い
、
我
々
が
隣
人
の
間
に
あ
っ
て
広
く
お
互
い
に
奉
仕
し
合

う
た
め
な
の
で
す
か
ら
。

ド
ク
タ
ー: 

あ
な
た
が
そ
う
お
考
え
に
な
る
の
な
ら
、
そ
れ
も

結
構
で
す
。
と
い
う
の
は
、
自
然
が
あ
な
た
や
そ
の
他
、
理
性

の
光 ( the clear light of nature) 

に
従
お
う
と
す
る
全
て

の
人
の
心
の
内
に
、
そ
う
い
う
信
念
を
植
え
つ
け
た
の
で
す
か

ら
。
教
養
の
あ
る
方
な
ら
ご
存
知
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、

我
々
は
自
分
一
人
の
た
め
に
生
を
受
け
た
の
で
は
な
く
、
一
つ

に
は
自
分
の
国 ( oure countrie) 

の
た
め
、
親
の
た
め
、
同

胞
の
た
め
、
ま
た
一
つ
に
は
友
人
や
隣
人
の
た
め
に
役
立
た
ん

が
た
め
で
あ
る
、
と
申
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、
我
々
の
内
に

は
如
何
な
る
美
徳 ( goode vertues) 

も
生
ま
れ
な
が
ら
に
備

わ
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
美
徳
と
い
う
も
の
は
他
人
に
善
を
施

す
こ
と
に
顕
れ
ま
す･

（
（2
（

･･･

。

　
一
六
世
紀
前
半
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
特
に
修
辞
学
に
関
す
る

キ
ケ
ロ
の
著
作
が
普
及
し
て
い
た
が
、
一
五
三
四
年
に
桂
冠
詩
人
ロ

バ
ー
ト
・
ホ
ワ
イ
テ
ィ
ン
ト
ン ( W

hytinton, Roberte) 

に
よ
る

『
義
務
に
つ
い
て ( D

e O
fficiis)

』
の
英
訳
版
が
刊
行
さ
れ
て
以
降
、

キ
ケ
ロ
の
同
書
は
か
な
り
の
頻
度
で
版
を
重
ね
て
い
っ
た
。例
え
ば
、

「
我
々
は
自
分
の
た
め
だ
け
に
生
ま
れ
た
の
で
は
な
く
、祖
国
も
我
々

の
生
命
の
一
部
を
自
ら
要
求
す
る
」
と
い
う
『
義
務
に
つ
い
て
』
の

一
節
は
、
こ
の
時
期
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
古
典
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト

た
ち
に
よ
っ
て
頻
繁
に
引
用
さ
れ
た（
（2
（

。
前
記
の
史
料
引
用
は
、
こ
う
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し
た
キ
ケ
ロ
の
一
節
に
依
拠
す
る
こ
と
に
よ
り
、
理
性
を
備
え
た
人

間
が
国
王
と
「
コ
モ
ン
ウ
ィ
ー
ル
」
と
い
う
自
分
の
属
す
る
国
の
た

め
に
奉
仕
す
べ
き
こ
と
を
説
い
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
。
た
だ
し
、

こ
こ
で
言
う
「
美
徳
」
は
古
典
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
同
時
に
、
キ

リ
ス
ト
教
的
な
隣
人
愛
に
基
づ
い
た
も
の
で
も
あ
る
と
言
え
る
。
即

ち
、「
神
の
属
性
」
と
は
「
常
に
他
人
に
善
を
施
す
こ
と
、
自
己
の

善
を
広
く
他
人
に
分
か
ち
与
え
る
こ
と
」
に
存
す
る
の
で
あ
り
、「
他

人
に
善
を
施
す
と
き
、
そ
の
行
い
は
人
間
の
内
な
る
神
の
御
姿
を
現

し
て
い
る
」
の
だ
っ
た（
（2
（

。

　
一
方
、
こ
の
よ
う
な
「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」
へ
の
献
身
と
い
っ
た

公
共
性
に
関
す
る
議
論
と
は
対
照
的
に
、『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の

繁
栄
』
に
は
、
人
間
は
本
性
的
に
「
貪
欲
」
で
自
利
を
追
い
求
め
る

存
在
だ
、と
い
う
人
間
把
握
が
看
取
さ
れ
る
の
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

例
え
ば
、
著
者
は
ド
ク
タ
ー
に
、
囲
い
込
み
の
根
本
的
な
原
因
は
人

間
の
「
強
欲 ( Averice)

」
に
あ
る
、と
語
ら
せ
て
い
る（
（2
（

。
ド
ク
タ
ー

に
よ
る
と
、
人
間
か
ら
「
怒
り
」・「
喜
び
」・「
恐
れ
」
と
い
っ
た
あ

ら
ゆ
る
感
情
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
と
同
様
、人
間
か
ら「
全

て
の
貪
欲 ( covetousnes)

」
を
取
り
去
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
。

た
だ
し
、「
貪
欲
」
を
引
き
起
す
原
因
を
人
間
か
ら
取
り
去
る
こ
と

は
可
能
で
あ
り
、
囲
い
込
み
の
場
合
、
そ
の
原
因
は
耕
作
よ
り
も
囲

い
込
み
を
す
る
方
が
遥
か
に
儲
け
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
ド
ク
タ
ー
は
牧
畜
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
儲
け
を

少
な
く
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
耕
作
の
利
益
を
引
き
上
げ
、
土
地
を

持
っ
て
い
る
人
が
耕
作
で
も
牧
畜
と
同
じ
く
ら
い
の
利
益
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
の
だ
っ
た
。そ
し
て
、

ド
ク
タ
ー
は
プ
ラ
ト
ン
を
引
用
し
な
が
ら
、「
人
間
と
い
う
も
の
は

誰
で
も
生
来
儲
け
に
か
け
て
は
貪
欲 ( naturally covetouse of 

lucre) 

な
も
の
で
、
儲
け
が
一
番
大
き
い
と
分
か
っ
た
仕
事
に
は
、

一
番
喜
ん
で
精
を
出
す
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
ド
ク
タ
ー
は
こ
の
よ
う
な
囲
い
込
み
問
題
の
対
策

を
講
じ
る
に
際
し
て
、
立
法
措
置
が
必
ず
し
も
効
果
的
な
も
の
で
は

な
い
と
述
べ
て
い
る
。
彼
に
よ
る
と
、「
誰
で
も
一
番
利
益
の
あ
が

る
こ
と
を
し
た
が
る
」
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
は

農
耕
よ
り
も
放
牧
や
家
畜
の
飼
育
の
方
が
、
ず
っ
と
利
益
が
多
い
こ

と
を
知
っ
て
い
た（
（3
（

。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
状
態
が
続
く
限
り
、
い

く
ら
牧
羊
を
禁
止
す
る
法
律
を
作
っ
た
と
し
て
も
、
牧
羊
は
ま
す
ま

す
耕
作
に
取
っ
て
代
わ
っ
て
い
く
だ
ろ
う
、と
彼
は
予
測
し
て
い
る
。

同
時
に
、
ド
ク
タ
ー
は
こ
う
し
た
個
人
の
利
潤
動
機
に
関
す
る
議
論

は
、
単
に
囲
い
込
み
問
題
だ
け
に
当
て
は
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
人

間
行
為
の
普
遍
的
法
則
で
あ
る
と
さ
え
主
張
し
て
い
る
。

ド
ク
タ
ー
：
と
い
う
の
は
、
百
姓
を
し
て
も
、
他
の
仕
事
ほ
ど

利
益
が
な
い
と
分
か
っ
た
ら
、彼
ら
は
そ
の
職
を
捨
て
て
、も
っ

と
利
益
の
多
い
他
の
仕
事
を
始
め
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
す
。

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
の
方
の
隣
人
た
ち
が
、
耕
作
よ



－  214  －－  215  －

史
苑
（
第
七
八
巻
第
一
号
）

り
も
牧
羊
の
方
に
利
益
が
多
い
と
い
う
の
で
、
耕
地
を
放
牧
地

に
変
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
お
分
か
り
の
よ
う

に
ね
。
ラ
テ
ン
語
の
古
い
諺
に
「
利
得
な
り
栄
達
が
得
ら
れ
れ

ば
ど
ん
な
能
力
で
も
育
つ ( honos alit artes)

」
と
い
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
の
諺
は
、
確
か
に
正
し
い
も
の
で
、
万

人
の
一
致
し
て
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す（
（3
（

。

　
こ
の
よ
う
に
、『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
繁
栄
』
に
お
い
て
は
、

自
利
心
が
経
済
行
為
の
最
も
確
実
な
起
動
力
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ

れ
、
自
利
心
（
も
し
く
は
「
貪
欲
」）
は
如
何
な
る
抑
制
に
も
か
か

わ
ら
ず
貫
徹
し
た
も
の
と
把
握
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
政
治
家
の

採
る
べ
き
方
策
は
「
貪
欲
」
そ
の
も
の
を
問
題
に
す
る
こ
と
で
は
な

く
、
そ
れ
が
社
会
悪
と
し
て
発
現
す
る
機
会
を
な
く
す
よ
う
な
環
境

を
法
の
力
に
よ
っ
て
つ
く
り
出
す
こ
と
だ
と
さ
れ
る
。
加
え
て
、
国

家
の
中
で
行
う
べ
き
事
柄
と
し
て
、
強
制
を
避
け
て
誘
い
掛
け
や
報

酬
に
よ
っ
て
人
々
の
経
済
行
為
を
刺
激
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。

　
こ
う
し
た
個
人
の
利
潤
動
機
に
関
す
る
議
論
と
先
述
の
公
共
的
な

「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」論
は
相
容
れ
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
我
々

は
以
下
の
ド
ク
タ
ー
と
ナ
イ
ト
の
遣
り
取
り
か
ら
、
こ
の
二
つ
の
議

論
の
整
合
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
ず
著
者
は
、
特
に
深

刻
な
物
不
足
に
陥
っ
て
い
る
訳
で
も
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
物
価
騰
貴

が
進
行
し
て
い
る
と
い
っ
た
現
状
を
登
場
人
物
た
ち
に
指
摘
さ
せ
た

上
で
、「
近
頃
の
囲
い
込
み
や
大
放
牧
地 ( these Inclosurs and 

great pasturs)

」
が
そ
の
原
因
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
を
投

げ
掛
け
る（
（3
（

。
こ
の
問
題
に
対
し
て
ド
ク
タ
ー
は
、
囲
い
込
み
が
物
価

騰
貴
の
唯
一
の
原
因
で
は
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
こ
の
ま
ま
囲
い
込

み
が
推
進
さ
れ
る
な
ら
ば
、
結
局
は
国
力
を
弱
体
化
さ
せ
る
こ
と
に

な
る
と
答
え
て
い
る（
（3
（

。
一
方
、
ナ
イ
ト
は
エ
セ
ッ
ク
ス
、
ケ
ン
ト
、

デ
ヴ
ォ
ン
な
ど
の
事
例
を
持
ち
出
し
、
囲
い
込
み
に
も
利
点
は
あ
る

の
で
あ
っ
て「
決
し
て
コ
モ
ン
ウ
ィ
ー
ル
を
害
す
る
も
の
で
は
な
い
」

と
述
べ
る（
（3
（

。

　
こ
れ
に
対
し
、
ド
ク
タ
ー
は
囲
い
込
み
全
体
で
は
な
く
、「
共
同

耕
地
を
放
牧
地
に
替
え
る
よ
う
な
囲
い
込
み
」
や
「
共
同
権
を
有
す

る
人
々
に
対
し
て
如
何
な
る
補
償
も
な
く
強
行
さ
れ
る
よ
う
な
暴

力
的
な
囲
い
込
み ( violent Inclosures)

」
を
非
難
す
る
の
だ
が
、

そ
の
論
拠
と
し
て
彼
は
「
他
人
を
害
す
る
方
法
で
、
自
分
の
み
利
益

を
上
げ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」
こ
と
を
挙
げ
て
い
る（
（3
（

。
こ
の
点
に

つ
い
て
、
ナ
イ
ト
と
ド
ク
タ
ー
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
議
論
を
展
開

し
て
い
る
。

ナ
イ
ト: 

中
に
は
囲
い
込
み
を
支
持
し
て
、
斯
く
の
如
き
論

法
を
持
ち
出
し
た
者
も
お
り
ま
す
。
即
ち
、
全
て
の
人
は
コ

モ
ン
ウ
ィ
ー
ル
の
一
員
で
あ
り
、
あ
る
人
に
利
益
に
な
る

( proffitable to one) 

こ
と
は
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
す
れ
ば

他
の
人
に
も
利
益
に
な
ろ
う
。
そ
れ
故
、
あ
る
人
の
利
益
と
な
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『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
繁
栄
』
に
お
け
る
経
済
思
想
（
山
根
）

り
、
ま
た
他
の
人
の
利
益
と
な
る
事
柄
は
、
結
局
全
て
の
人
の

利
益
と
な
り ( proffitable to all)

、
し
た
が
っ
て
ま
た
コ
モ

ン
ウ
ェ
ル
ス
に
と
っ
て
も
利
益
と
な
る
、と
い
う
こ
と
に
な
る
。

莫
大
な
財
宝
と
い
っ
て
も
数
多
く
の
ペ
ニ
ー
の
集
ま
り
で
、
一

ペ
ニ
ー
、
一
ペ
ニ
ー
と
寄
せ
集
め
て
巨
大
な
額
と
な
る
も
の
だ

が
、
ち
ょ
う
ど
そ
れ
と
同
様
に
、
人
間
が
一
人
一
人
加
え
合
わ

さ
れ
る
と
コ
モ
ン
ウ
ィ
ー
ル
全
体 ( the w

hole bodie of the 
com

m
on w

eale) 

が
出
来
上
が
っ
て
く
る
の
だ
、
と
い
っ
た

風
に
。

ド
ク
タ
ー: 

そ
の
議
論
は
（
何
か
と
条
件
を
付
け
足
せ
ば
）
正

し
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
な
る
ほ
ど
、
一
人
一
人
の
人
間
に

と
っ
て
利
益
に
な
る
事
柄
は
、（
他
人
を
害
さ
な
い
場
合
に
は
）

コ
モ
ン
ウ
ィ
ー
ル
全
体
に
と
っ
て
も
利
益
に
な
り
ま
す
が
、
他

人
を
害
す
る
場
合
に
は
そ
う
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
。
さ
も

な
く
ば
、
掠
奪
や
盗
み
の
類
も
恐
ら
く
あ
る
人
々
に
は
利
益
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
コ
モ
ン
ウ
ィ
ー
ル
全
体
に
と
っ
て

有
利
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。け
れ
ど
も
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
誰
も
承
認
し
な
い
で
し
ょ
う
。と
こ
ろ
が
、

こ
の
囲
い
込
み
の
や
り
口
と
い
う
の
は
、
ち
ょ
う
ど
そ
れ
と
同

じ
で
、
あ
る
人
に
は
利
益
に
な
っ
て
も
、
多
く
の
人
々
に
弊
害

を
も
た
ら
し
て
い
る ( preiudiciall to m

anie) 

の
で
す（
（3
（

。

　
要
す
る
に
、
こ
こ
で
は
囲
い
込
み
を
支
持
す
る
者
と
そ
う
で
な
い

者
の
見
解
の
相
違
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
う
し
た

見
解
の
相
違
が
両
者
の
異
な
っ
た
「
コ
モ
ン
ウ
ィ
ー
ル
」
の
捉
え
方

に
起
因
す
る
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
囲
い
込
み
の
支
持
者
（
ナ
イ
ト
）
に
と
っ
て
、「
コ
モ
ン
ウ
ィ
ー

ル
」
と
は
人
間
の
結
合
体
で
あ
る
が
故
に
、
個
人
の
利
益
の
追
求
は

結
局
は
「
コ
モ
ン
ウ
ィ
ー
ル
」
全
体
の
利
益
に
繋
が
る
。
こ
れ
に
対

し
、
囲
い
込
み
の
批
判
者
（
ド
ク
タ
ー
）
は
こ
う
い
っ
た
個
人
の
利

潤
動
機
の
主
張
に
一
定
の
理
解
を
示
し
な
が
ら
も
、
個
人
の
利
益
の

追
求
が
他
人
に
も
た
ら
す
弊
害
を
問
題
視
し
、
囲
い
込
み
を
そ
の
最

た
る
も
の
と
み
な
す
。
こ
の
よ
う
な
ド
ク
タ
ー
と
ナ
イ
ト
の
遣
り
取

り
を
考
慮
す
る
限
り
、（
仮
に
ド
ク
タ
ー
を
著
者
の
代
弁
者
と
す
る

説
を
採
用
す
る
な
ら
ば
）
著
者
は
「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」
と
い
う
公

共
的
な
全
体
を
害
さ
な
い
範
囲
で
の
個
人
の
利
潤
動
機
を
容
認
し
て

い
る
、
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

三
‐
二
．
国
家
の
利
潤
動
機
も
し
く
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の

　
　
　
　
経
済
的
利
益

　
続
い
て
、『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
繁
栄
』
に
お
け
る
国
家
の
利

潤
動
機
に
関
す
る
議
論
、
も
し
く
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
経
済
的
利
益

の
主
張
に
つ
い
て
検
証
し
た
い
。
こ
の
点
に
関
し
、
ド
ク
タ
ー
は
ま

ず
、
物
品
が
豊
富
に
あ
る
に
も
拘
ら
ず
物
価
騰
貴
が
起
っ
て
い
る
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要
因
の
一
つ
と
し
て
、
外
国
人
が
商
品
を
高
値
で
売
っ
て
い
る
の

に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
が
商
品
を
安
値
で
売
っ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ

て
い
る
。
彼
に
よ
る
と
、
こ
う
し
た
取
引
は
「
他
の
国
々( other 

Countryes) 
を
大
い
に
豊
か
に
し
、
我
が
国
を
貧
困
に
陥
れ
る
」

こ
と
に
な
る
。
尤
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
商
品
に
対
し
て
、
国
内
取
引
の

場
合
と
対
外
貿
易
の
場
合
と
で
異
な
っ
た
値
段
を
付
け
る
と
い
う
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
る

と
彼
は
述
べ
て
い
る（
（3
（

。

　
次
に
ド
ク
タ
ー
は
、
外
国
商
人
は
自
国
で
一
番
安
く
入
手
で
き
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
一
番
高
く
売
れ
る
商
品
を
持
っ
て
く
る
こ
と
を
指

摘
し
た
上
で
、
具
体
的
な
品
目
に
つ
い
て
ナ
イ
ト
に
問
い
掛
け
る
。

ナ
イ
ト
は
、「
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
ガ
ラ
ス
類
、
壁
掛
け
や
紙
類
、
オ

レ
ン
ジ
、
ピ
ピ
ン
〔
林
檎
の
一
種
〕、
さ
く
ら
ん
ぼ
、
に
お
い
手
袋
」

と
い
っ
た
商
品
、
あ
る
い
は
「
絹
、
葡
萄
酒
、
香
料
」
な
ど
の
奢
侈

品
を
挙
げ
る（
（3
（

。
こ
れ
に
対
し
、
ド
ク
タ
ー
は
外
国
人
が
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
に
大
量
の
「
銅 ( brass)

（
（3
（

」
を
持
ち
込
ん
で
い
る
と
し
、
こ
の
こ

と
を
問
題
視
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ド
ク
タ
ー
に
よ
る
と
、
外
国
で

は
銅
は
た
だ
の
銅
と
し
て
安
く
出
回
っ
て
い
る
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

で
は
そ
の
大
部
分
は
高
価
な
銀
と
し
て
通
用
し
て
い
る
た
め
、
外
国

人
は
大
量
の
銅
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
持
っ
て
く
る
の
だ
っ
た
。
し
か

も
、
彼
ら
は
外
国
に
お
い
て
銅
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
貨
幣
に
似
せ
て

鋳
造
し
、
そ
の
貨
幣
が
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
）
銀
と
し
て
通
用
す

る
の
に
味
を
占
め
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
産
の
羊
毛
、
フ
ェ
ル
ト
、
チ
ー

ズ
、
バ
タ
ー
、
織
物
、
錫
、
鉛
な
ど
の
代
金
に
そ
れ
を
支
払
っ
て
い

る
と
い
う（
（4
（

。
そ
し
て
、
①
外
国
人
が
銅
に
よ
っ
て
安
く
貨
幣
を
調
達

で
き
る
こ
と
、
②
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
内
で
は
取
引
値
段
が
定
め
ら
れ

て
い
る
こ
と（
（4
（

、
③
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
商
人
に
と
っ
て
国
内
の
買
い
手
よ

り
も
多
く
支
払
わ
な
い
外
国
人
に
は
売
る
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
こ
と
、

な
ど
が
理
由
で
外
国
人
が
高
値
で
（
実
際
は
安
価
な
銅
を
用
い
て
い

る
の
だ
が
）
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
産
品
を
買
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
ド
ク

タ
ー
に
よ
る
と
、
外
国
人
は
こ
の
よ
う
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
産
品
の
値

を
競
り
上
げ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
彼
ら
は
自
分
た
ち
の
商
品
を
高

値
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
に
売
り
つ
け
て
い
る
、
と
非
難
す
る
の
だ
っ

た（
（4
（

。
ナ
イ
ト
は
以
上
の
よ
う
な
安
価
な
貨
幣
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
の

流
入
と
、
そ
れ
に
伴
う
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
産
の
）
食
料
品
の
外
国
へ

の
流
出
と
い
う
現
状
に
対
し
、
検
査
官
の
設
置
や
罰
則
の
規
定
を
提

案
し
て
い
る
が
、
ド
ク
タ
ー
は
そ
う
し
た
対
策
に
は
限
界
が
あ
る
と

し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
解
決
策
を
提
示
し
て
い
る
。

ド
ク
タ
ー
：
外
国
人
た
ち ( strangers) 

が
、
彼
ら
の
商
品
と

引
き
換
え
に
我
が
国
の
商
品
を
手
に
入
れ
る
こ
と
だ
け
で
満
足

し
て
い
る
場
合
で
も
、
彼
ら
が
我
が
国
の
品
物
は
安
く
買
え
る

の
に
、
自
分
た
ち
の
品
物
だ
け
値
上
げ
す
る
や
り
方
を
採
っ
て

い
る
の
を
、ど
う
し
て
止
め
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

外
国
人
は
自
分
の
商
品
を
高
く
売
り
つ
け
、
我
が
国
の
商
品
を
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安
く
買
い
上
げ
て
お
り
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
自
分
の
腹
を
肥
や

し
、
私
た
ち
を
貧
し
く
し
て
い
る
の
で
す
。
だ
か
ら
、
そ
の
限

り
で
は
、
私
た
ち
は
相
変
わ
ら
ず
損
を
す
る
方
だ
し
、
外
国
人

は
私
た
ち
相
手
で
は
儲
け
る
側
な
の
で
す
。
私
は
む
し
ろ
、
今

私
た
ち
が
や
っ
て
い
る
よ
う
に
、
外
国
人
が
商
品
の
値
を
吊
り

上
げ
る
の
に
応
じ
、
我
が
国
の
商
品
の
値
も
上
げ
る
の
が
良
い

と
思
い
ま
す（
（4
（

。

　
こ
の
よ
う
に
、
ド
ク
タ
ー
（
も
し
く
は
著
者
）
は
外
国
人
と
対
外

貿
易
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
る
の
だ
が
、
無
条
件
に
外
国
の
排
斥
を

訴
え
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
即
ち
、
あ
る
国
の
物
資
が
不
足
し
て
い

る
と
き
に
は
、
他
の
国
が
助
け
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
う

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
愛
と
交
わ
り ( Loue and societie) 

が
全

て
の
国
々
の
間
に
益
々
行
き
渡
る
」
よ
う
に
な
る（
（4
（

。
し
か
し
、
ド
ク

タ
ー
に
よ
る
と
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
「
世
界
の
如
何
な
る
国
の
助
け

も
不
要
」
で
あ
り
、「
全
く
自
分
の
国
だ
け
で
や
っ
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
」
の
で
、「
ど
の
よ
う
な
品
物
の
取
引
も
自
分
の
国
で
思
い

の
ま
ま
に
や
る
」
方
が
良
い
。
と
い
う
の
は
、「
神
は
私
た
ち
〔
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
人
〕
に
豊
か
な
お
恵
み
を
お
与
え
に
な
り
、
素
晴
ら
し

い
品
物
を
沢
山
お
贈
り
下
さ
っ
て
い
る
」
か
ら
で
あ
っ
た（
（4
（

。
尤
も
鉄

と
塩
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
内
の
需
要
の
四
分
の
三
も
満
た
し
て
お
ら

ず
、
タ
ー
ル
、
松
脂
、
チ
ャ
ン
、
油
、
鋼
な
ど
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に

は
な
い
し
、
葡
萄
酒
、
香
料
、
リ
ン
ネ
ル
の
織
物
、
絹
、
染
料
な
ど

は
な
く
て
も
暮
ら
し
て
い
け
る
が
、
そ
う
し
た
生
活
は
「
お
よ
そ
文

明
と
は
程
遠
い ( farre from

e anie C
ivilitie)

」
も
の
だ
と
ド
ク

タ
ー
は
言
っ
て
い
る
。
そ
の
上
で
彼
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
「
海
外

か
ら
買
い
入
れ
て
い
る
多
く
の
品
物
で
も
、
手
に
入
れ
よ
う
と
思
え

ば
国
内
で
結
構
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
も
あ
る
し
、
ま
た

節
約
で
き
る
も
の
も
か
な
り
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る（
（4
（

。

　
そ
し
て
、
仮
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
産
品
を
沢
山
国
内
に
留
め
て
お
く

場
合
、「
海
外
か
ら
買
い
入
れ
て
い
る
多
く
の
品
物
を
な
し
で
済
ま

す
」
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
（4
（

。
な
ぜ
な
ら
ば
、「
外
国
人
に

売
る
以
上
の
も
の
を
彼
ら
か
ら
買
う
こ
と
」
に
よ
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
人
は「
自
ら
の
身
を
貧
乏
に
し
て
外
国
人
を
金
持
ち
に
し
て
や
る
」

こ
と
に
な
る
か
ら
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
現
実
に
は
「
ま
る
っ
き
り

な
く
て
も
済
ま
せ
る
か
、〔
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
〕
国
内
で
つ
く
れ
る
よ

う
な
、
随
分
つ
ま
ら
ぬ
品
物 ( trifles)

」
が
海
外
か
ら
入
っ
て
き
て
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
そ
う
し
た
品
物
の
た
め
に
毎
年
莫
大
な
財
宝
を
手

放
す
か
、イ
ン
グ
ラ
ン
ド
産
の
重
要
商
品
と
交
換
す
る
か
し
て
い
る
、

と
ド
ク
タ
ー
は
説
明
し
て
い
る（
（4
（

。
因
み
に
、
彼
の
言
う
「
随
分
つ
ま

ら
ぬ
品
物
」
と
は
、
鏡
や
コ
ッ
プ
や
窓
ガ
ラ
ス
な
ど
の
ガ
ラ
ス
類
、

日
時
計
、
ゲ
ー
ム
台
、
カ
ル
タ
、
毬
、
操
り
人
形
、
ペ
ン
軸
、
角
製

の
イ
ン
ク
入
れ
、
爪
楊
枝
、
手
袋
、
ナ
イ
フ
、
短
剣
、
小
袋
、
ブ
ロ
ー

チ
、
垂
れ
金
具
、
絹
や
銀
の
ボ
タ
ン
、
陶
器
の
壺
、
ピ
ン
、
留
め
紐
、

鷹
の
脚
に
付
け
る
鈴
、
上
製
紙
や
粗
製
紙
な
ど
の
こ
と
で
、
彼
に
よ
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る
と
、
こ
れ
ら
の
品
物
は
「
全
く
な
く
て
も
よ
い
も
の
か
、〔
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
〕
国
内
で
も
結
構
つ
く
れ
る
も
の
」
だ
っ
た
。

　
他
方
、
ド
ク
タ
ー
は
、
外
国
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
羊
毛
で
毛
織
物
、

帽
子
、
カ
ー
ジ
ー
織
を
つ
く
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
毛
皮
で
ス
ペ
イ

ン
毛
皮
、
手
袋
、
帯
を
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
錫
で
塩
壺
、
匙
、
皿
を
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
古
麻
布
や
ボ
ロ
布
で
上
製
紙
や
粗
製
紙
を
つ
く
っ

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
な
が
ら
、「
外
国
は
自
国
の
人
々
に
仕
事
を

与
え
、
そ
し
て
我
が
国
〔
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
〕
か
ら
沢
山
の
財
宝
を
持

ち
出
し
て
い
る
」
と
非
難
す
る
の
だ
っ
た（
（4
（

。
特
に
ド
ク
タ
ー
は
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
の
原
料
を
輸
出
し
て
外
国
人
に
そ
れ
を
加
工
さ
せ
、
そ

の
製
品
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
買
い
戻
す
こ
と
を
問
題
視
し
て
お
り
、

外
国
人
は
「
我
々
〔
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
〕
の
負
担
で
仕
事
に
あ
り
つ

い
て
い
る
」
の
で
あ
り
、「
我
が
国
の
財
貨
や
財
宝 ( goodes and 

treasure) 

が
絶
え
ず
奪
わ
れ
て
い
る
」
と
彼
は
述
べ
て
い
る（
（5
（

。
ま

た
彼
は
こ
う
し
た
問
題
の
背
景
と
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
製
品
よ
り

も
外
国
製
品
の
方
が
廉
価
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
な
が
ら
、
そ
れ
で

も
な
お
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
製
品
を
買
う
方
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
に
は
好

ま
し
い
と
主
張
す
る
。
と
い
う
の
も
、「
外
国
へ
出
て
行
く
利
益
は
、

た
と
え
ど
ん
な
に
僅
か
な
も
の
で
も
、
我
々
〔
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
〕

に
と
っ
て
は
す
っ
か
り
損
に
な
る
」
の
に
対
し
、「
我
々
お
互
い
の

間
で
得
ら
れ
る
利
益
は
、
大
き
け
れ
ば
大
き
い
だ
け
そ
っ
く
り
そ
の

ま
ま
、
王
国
内
に
貯
え
ら
れ
る
」
か
ら
で
あ
っ
た（
（5
（

。

　
そ
し
て
、
ド
ク
タ
ー
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
外
国
の
よ
う
に
上

製
紙
や
粗
製
紙
が
つ
く
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
言
及
し
つ
つ
、
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
が
採
る
べ
き
経
済
政
策
を
提
示
し
て
い
る
。彼
に
よ
る
と
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
も
か
つ
て
紙
が
生
産
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
の
製
紙
業
者
は
海
外
か
ら
輸
入
さ
れ
る
よ
う
な
安
い
値
段

で
紙
を
供
給
で
き
な
い
こ
と
に
気
付
き
、
結
局
や
む
な
く
紙
の
製
造

を
止
め
て
し
ま
っ
た（
（5
（

。
そ
こ
で
ド
ク
タ
ー
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
外

国
か
ら
紙
の
輸
入
を
禁
止
し
て
し
ま
う
か
、
あ
る
い
は
関
税
を
か
け

る
こ
と
に
よ
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
国
産
紙
が
外
国
産
の
紙
よ
り
も

安
価
に
な
る
よ
う
に
す
る
か
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
策
を
講
じ
る
べ
き

だ
と
主
張
し
て
い
る
。

　
同
時
に
、
ド
ク
タ
ー
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
も
外
国
で
も
生
産
で

き
る
よ
う
な
製
品
に
つ
い
て
は
、
海
外
か
ら
輸
入
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
国
内
で
販
売
す
る
の
を
禁
止
す
る
た
め
の
法
を
制
定
す
る
よ
う
提

案
し
て
い
る
の
だ
が
、
ナ
イ
ト
は
こ
う
し
た
政
策
は
外
国
君
主
と
の

経
済
的
同
盟
に
抵
触
す
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る（
（5
（

。
こ
れ
に
対

し
て
、
ド
ク
タ
ー
は
次
の
よ
う
な
回
答
を
行
っ
て
い
る
。

ド
ク
タ
ー: 

そ
の
提
案
が
同
盟 ( league) 

に
違
反
し
て
い
る

か
否
か
、
私
に
は
分
か
り
ま
せ
ん
し
、
そ
も
そ
も
そ
う
い
う
同

盟
と
い
う
も
の
が
あ
る
の
か
ど
う
か
も
存
じ
ま
せ
ん
。し
か
し
、

私
の
考
え
を
お
話
し
し
ま
す
と
、
我
々
の
利
益
に
な
る
法
を
制

定
す
る
の
を
妨
げ
る
な
ど
と
い
う
の
は
、
真
に
不
思
議
な
同
盟
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だ
と
思
い
ま
す
。
仮
に
そ
う
し
た
同
盟
が
あ
る
と
し
た
ら
、
そ

れ
を
遵
守
し
て
い
く
よ
り
も
、
む
し
ろ
破
棄
し
て
し
ま
っ
た
方

が
ま
し
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
破
棄
す
れ
ば
我
々
に
は
利
益
が
得

ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
を
遵
守
し
た
と
こ
ろ
で
弊
害
が
あ
る
の
み

で
す
。
我
々
が
同
盟
に
加
わ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
我
が
国
の

繁
栄
に
役
立
つ
こ
と
が
目
的
な
の
で
、
そ
れ
を
阻
害
す
る
の
が

目
的
で
は
な
い
と
思
い
ま
す（
（5
（

。

　
こ
の
よ
う
に
彼
は
、
外
国
と
の
経
済
的
同
盟
に
よ
っ
て
逆
に
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
が
損
害
を
被
っ
て
い
る
と
考
え
、
こ
う
し
た
同
盟
の
破
棄

さ
え
主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
主
張
の
論
拠
と
し
て

彼
は
、（
経
済
上
の
目
的
に
限
ら
ず
）
外
国
と
の
同
盟
は
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
の
繁
栄
と
い
っ
た
観
点
か
ら
結
ば
れ
る
べ
き
こ
と
を
挙
げ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
加
え
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
物
価
騰
貴
と
貧
困
の
原
因
と

し
て
、
鋳
貨
や
貨
幣
の
品
質
の
低
下
・
悪
化（
（5
（

が
挙
げ
ら
れ
、
更
な
る

排
外
的
主
張
が
為
さ
れ
る
。
ド
ク
タ
ー
に
よ
る
と
、
外
国
人
は
こ
う

し
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
貨
幣
の
改
悪
に
乗
じ
、「
銅
で
我
が
国
の
金
銀

を
買
っ
た
り
、
我
が
国
か
ら
財
宝
を
持
ち
出
し
た
り
す
る
」
だ
け
で

な
く
、「
我
が
国
の
主
要
商
品
を
い
わ
ば
た
だ
で
買
う
方
法
ま
で
考

え
出
し
て
」
い
る（
（5
（

。
つ
ま
り
彼
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
貨
幣
が
外
国
の

間
で
信
用
を
失
い
、
外
国
人
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
金
銀
や
主
要
商
品

と
引
き
換
え
に
銅
を
持
ち
込
ん
だ
た
め
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
金

銀
が
不
足
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
こ

う
し
た
貨
幣
の
改
悪
が
行
わ
れ
て
以
来
、「
外
国
人
た
ち
が
我
が
国

の
鋳
貨
を
偽
造
し
、こ
れ
を
我
が
国
に
持
ち
込
む
手
立
て
を
見
つ
け
、

我
が
国
の
金
銀
と
の
引
き
換
え
に
、
ま
た
我
が
国
の
主
要
商
品
の
代

金
の
支
払
い
に
、
こ
れ
を
使
っ
た
」
と
さ
れ
る（
（5
（

。
そ
の
結
果
、
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
は
外
国
商
品
を
高
値
で
買
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
、
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
側
も
貿
易
に
お
け
る
損
失
を
避
け
る
た
め
に
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
商
品
を
高
値
で
売
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
そ
う
し
た
理
由
で
国

内
で
物
価
騰
貴
が
進
行
し
て
い
る
の
だ
と
述
べ
ら
れ
る（
（5
（

。

　
ド
ク
タ
ー
は
こ
の
よ
う
な
金
銀
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
に
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
特
定
の
商
品
の
輸
出
に
制
限
を
加
え
て
支
払
い
を
金
銀
で

受
け
る
こ
と
、
ま
た
代
金
の
三
分
の
一
な
い
し
半
分
は
広
く
流
通
し

て
い
る
鋳
貨
で
支
払
わ
れ
な
い
限
り
輸
出
を
認
め
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
を
主
張
す
る（
（5
（

。
具
体
的
に
彼
は
、「
海
外
か
ら
持
ち
込
ま
れ
る

多
く
の
が
ら
く
た ( so m

any trifles) 

の
輸
入
を
禁
止
」
し
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
輸
入
さ
れ
た
原
料
で
生
産
さ
れ
た
外
国
製
品
が

「
一
切〔
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
〕国
内
で
売
り
さ
ば
か
れ
な
い
よ
う
に
す
る
」

こ
と
、
そ
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
商
品
が
「
未
加
工
の
ま
ま
輸
出
さ

れ
る
の
を
禁
止
」す
る
こ
と
を
提
案
す
る
の
だ
っ
た（
（6
（

。
そ
の
一
方
で
、

ナ
イ
ト
は
（
当
時
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
主
流
だ
っ
た
経
済
政
策
の
よ

う
に
）
羊
毛
を
国
内
で
加
工
す
る
よ
り
も
、
未
加
工
の
ま
ま
輸
出
し

た
方
が
多
く
の
利
益
が
得
ら
れ
、
流
出
し
た
金
銀
を
取
り
戻
す
こ
と
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が
で
き
る
と
反
論
す
る（
（6
（

。
こ
れ
に
対
し
て
ド
ク
タ
ー
は
、そ
の
場
合
、

牧
羊
業
の
み
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
他
の
全
て
の
職
業
が
廃
れ

て
し
ま
い
、
国
の
弱
体
化
に
繋
が
る
と
答
え
て
い
る（
（6
（

。
そ
れ
故
に

彼
は
、
牧
羊
業
と
い
う
職
業
は
「
王
国
の
存
続 ( continuance of 

the Realm
e)

」
の
た
め
に
な
ら
な
い
、
と
結
論
す
る
の
だ
っ
た（
（6
（

。

四
．
結
論

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
繁
栄
』
の

利
潤
動
機
に
関
す
る
議
論
を
、
個
人
と
国
家
と
い
う
二
つ
の
次
元
で

検
証
し
た
。
ま
ず
個
人
の
利
潤
動
機
に
つ
い
て
、『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

王
国
の
繁
栄
』
の
著
者
（
と
目
さ
れ
る
ト
マ
ス
・
ス
ミ
ス
あ
る
い
は

ジ
ョ
ン
・
ヘ
イ
ル
ズ
）
は
プ
ラ
ト
ン
な
ど
を
引
用
し
つ
つ
、「
貪
欲
」

を
人
間
に
本
性
的
に
具
わ
っ
た
も
の
と
し
て
容
認
し
て
い
た
。
こ
う

し
た
私
益
や
自
利
の
追
求
に
つ
い
て
の
肯
定
的
な
記
述
と
は
別
に
、

著
者
は
古
典
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
（
キ
ケ
ロ
の
『
義
務
に
つ
い
て
』

と
推
測
さ
れ
る
）
に
依
拠
し
な
が
ら
、「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」
と
い

う
公
共
的
な
全
体
へ
の
献
身
を
強
く
訴
え
掛
け
て
い
た（
（6
（

。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
個
人
の
利
潤
動
機
に
関
す
る
議
論
と
公
共
的
な
「
コ
モ

ン
ウ
ェ
ル
ス
」
論
の
整
合
性
は
、
ナ
イ
ト
と
ド
ク
タ
ー
の
遣
り
取
り

の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
即
ち
、（
当
時
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

で
主
流
だ
っ
た
経
済
政
策
の
代
弁
者
と
目
さ
れ
る
）
ナ
イ
ト
は
「
コ

モ
ン
ウ
ィ
ー
ル
」
と
は
人
間
の
結
合
体
で
あ
る
が
故
に
、
個
人
の
利

益
の
追
求
は
結
局
は
「
コ
モ
ン
ウ
ィ
ー
ル
」
全
体
の
利
益
に
繋
が
る

と
考
え
、
囲
い
込
み
に
支
持
を
表
明
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、（
著
者

自
身
の
見
解
を
反
映
し
て
い
る
と
目
さ
れ
る
）
ド
ク
タ
ー
は
個
人
の

利
潤
動
機
の
主
張
に
一
定
の
理
解
を
示
し
な
が
ら
も
、
個
人
の
利
益

の
追
求
が
他
人
に
も
た
ら
す
弊
害
を
問
題
視
し
、
囲
い
込
み
を
そ
の

最
た
る
も
の
と
考
え
批
判
し
た
。
こ
の
ナ
イ
ト
と
ド
ク
タ
ー
の
遣
り

取
り
を
考
慮
す
る
限
り
、
著
者
は
「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」
と
い
う
公

共
的
な
全
体
を
害
さ
な
い
範
囲
で
の
個
人
の
利
潤
動
機
を
容
認
し
て

い
る
と
言
え
る
。
ウ
ッ
ド
ら
は
、
公
共
的
な
「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」

論
と
切
り
離
し
て
個
人
の
利
潤
動
機
に
関
す
る
議
論
を
考
察
し
て
い

る
が
、
両
者
は
不
可
分
な
も
の
で
統
一
的
に
把
握
さ
れ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
ま
た
彼
ら
は
、
個
人
の
利
潤
動
機
に
関
す
る
議
論
の
中
に
経

済
と
道
徳
の
分
離
を
見
出
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
議
論
は
む
し
ろ

（
プ
ラ
ト
ン
や
キ
ケ
ロ
と
い
っ
た
）
古
典
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
依

拠
し
た
「
道
徳
哲
学
」
だ
と
言
え
よ
う
。

　
こ
れ
に
対
し
、（
従
来
の
研
究
が
等
閑
視
し
て
き
た
）
国
家
の
利

潤
動
機
に
関
す
る
議
論
に
お
い
て
は
、
経
済
と
道
徳
の
分
離
が
垣
間

見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
著
者
は
古
典
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
「
道
徳

哲
学
」
に
ほ
と
ん
ど
依
る
こ
と
な
く
、
機
械
論
的
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

が
外
国
に
伍
し
て
経
済
的
利
益
を
確
保
す
る
た
め
の
方
策
（
あ
る
い

は
経
済
的
な
面
で
の
外
国
の
排
斥
を
通
じ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
経
済
の
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『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
繁
栄
』
に
お
け
る
経
済
思
想
（
山
根
）

保
護
）
を
論
じ
て
い
る
。
ド
ク
タ
ー
（
も
し
く
は
著
者
）
に
よ
る
と
、

外
国
人
は
銅
で
鋳
造
さ
れ
た
大
量
の
貨
幣
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
銀
と

し
て
流
通
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
産
品
の
値
を
競
り

上
げ
、
ま
た
彼
ら
は
自
分
た
ち
の
商
品
を
高
値
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人

に
売
り
つ
け
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ド
ク
タ
ー
は
外
国
人
と
対
外

貿
易
に
つ
い
て
批
判
的
で
あ
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
海
外
か
ら
買
い

入
れ
て
い
る
品
物
の
多
く
は
国
内
で
入
手
可
能
で
あ
る
、
と
主
張
し

て
い
る
。
さ
ら
に
ド
ク
タ
ー
は
、
海
外
か
ら
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
多
く

の
不
要
品
（
彼
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
ば
、「
多
く
の
が
ら
く
た
」）

が
入
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
な
が
ら
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
原

料
を
輸
出
し
て
外
国
人
に
そ
れ
を
加
工
さ
せ
、
そ
の
製
品
を
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
に
買
い
戻
す
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
彼
は
廉

価
な
外
国
製
品
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
製
品
を
圧
迫
し
て
い
る
経
済
的
状

況
に
対
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
外
国
か
ら
の
輸
入
を
禁
止
し
て
し
ま

う
か
、
あ
る
い
は
関
税
を
か
け
る
こ
と
に
よ
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
製

品
が
外
国
製
品
よ
り
も
安
価
に
な
る
よ
う
に
す
る
か
提
案
し
た
（
同

時
に
彼
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
が
外
国
製
品
で
は
な
く
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
製
品
を
買
う
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
）。
加
え
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
貨
幣
の
改
悪
が
行
わ
れ
て
以
降
、
外
国
人
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
金

銀
や
主
要
商
品
と
引
き
換
え
に
銅
を
持
ち
込
ん
だ
た
め
、
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
で
は
金
銀
が
不
足
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
彼
は
説
明
し
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
外
国
商
品
を
高
値
で
買
わ
ね
ば

な
ら
な
く
な
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
側
も
貿
易
に
お
け
る
損
失
を
避
け

る
た
め
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
商
品
を
高
値
で
売
ら
ざ
る
を
得
な
く
な

り
、
そ
う
し
た
理
由
で
国
内
で
物
価
騰
貴
が
進
行
し
て
い
る
の
だ
っ

た
。
そ
し
て
、
ド
ク
タ
ー
は
海
外
か
ら
持
ち
込
ま
れ
る
多
く
の
不
要

品
の
輸
入
を
禁
止
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
原
料
で
生
産
さ
れ
た
外
国

製
品
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
内
で
売
り
さ
ば
か
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
、
ま
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
商
品
が
未
加
工
の
ま
ま
輸
出
さ
れ
る
の
を

禁
止
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
こ
の
よ
う
な
国
家
レ
ベ
ル
で
の
経
済

的
利
益
は
「
国
益 ( national interest)

」（
対
外
関
係
に
お
い
て

獲
得
・
維
持
さ
れ
る
べ
き
国
家
の
利
益
）
に
近
い
も
の
か
も
し
れ
な

い
。
と
も
あ
れ
、『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
繁
栄
』
に
お
け
る
経
済

と
道
徳
の
分
離
は
、
ウ
ッ
ド
ら
が
指
摘
し
た
個
人
と
い
う
次
元
で
は

な
く
、（
彼
ら
が
等
閑
視
し
た
）
国
家
と
い
う
次
元
で
見
ら
れ
る
と

言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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註（1
） 
例
え
ばM

ax B
eer, E

arly B
ritish E

conom
ics from

 the 
X

IIIth to the M
iddle of the X

V
IIIth C

entury  (London, 
1938), p.87 

を
参
照
。

（
２
）E.A.J.Johnson, Predecessors of Adam

 Sm
ith: The G

row
th 

of B
ritish E

conom
ic Thought  (N

ew
 York, 1937), p.21.

因

み
に
、
本
稿
に
お
け
る
「
古
典
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
は
、
特
に
古

典
を
通
じ
た
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
政
治
的
思
考
・
慣
行
の
復

興
を
意
味
し
て
い
る
。

（
３
）
一
六
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、「
公
共
の
も
の
ご
と
」
や
「
共
通

の
利
益
」
を
意
味
す
る
共
和
政
ロ
ー
マ
の
「
レ
ス
・
プ
ブ
リ
カ ( res 

publica)

」
の
概
念
が
「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」（
も
し
く
は
「
コ
モ
ン

ウ
ィ
ー
ル ( com

m
onw

eal)

」）
の
概
念
に
読
み
替
え
ら
れ
、
数
多
く

の
社
会
経
済
改
革
の
主
張
が
新
た
に
喚
起
さ
れ
た
。「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル

ス
」
は
当
時
、
君
主
を
頂
点
と
す
る
階
層
社
会
を
前
提
と
し
な
が
ら

も
、「
共
通
の
利
益
に
関
す
る
事
柄
」
あ
る
い
は
「
国
民
に
利
益
を
も

た
ら
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
王
国
」
の
意
味
を
含
み
、
政
治
共
同
体

の
全
構
成
員
が
共
に
利
益
を
享
受
し
て
繁
栄
す
る
と
い
う
、
一
つ
の

理
想
的
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

当
時
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
に
と
っ
て
、「
レ
ス
・
プ
ブ
リ
カ
」
と
「
コ

モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」
は
ほ
ぼ
同
義
で
あ
り
、「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」
を
問

題
と
す
る
ほ
と
ん
ど
の
論
者
（
特
に
古
典
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
）
は
、

た
だ
公
正
な
「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」
を
描
く
だ
け
で
は
な
く
、
現
実

の
社
会
が
抱
え
る
様
々
な
問
題
を
指
摘
し
、
そ
れ
ら
に
取
り
組
み
、

解
決
す
る
こ
と
で
は
じ
め
て
真
の
「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」
が
実
現
す

る
こ
と
を
強
調
し
た
。
一
六
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
「
コ
モ
ン
ウ
ェ

ル
ス
」
概
念
に
つ
い
て
は
拙
著
『
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
政
治
思
想
史
：

エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
期
の
政
治
的
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
意
識
』、
立
教
大
学
出

版
会
、
二
〇
一
七
年
、
第
二
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
４
）
マ
ル
ク
・
ペ
ル
ト
ネ
ン
に
よ
る
と
、『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
繁

栄
』
は
「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」
の
維
持
の
た
め
に
学
問
の
重
要
性
を

説
い
た
、
即
ち
、「
人
文
学 ( studia hum

anitatis)

」
を
通
じ
た

「
市
民
性 ( citizenship)

」
の
涵
養
を
重
視
し
た
著
作
で
あ
っ
た
。
こ

の
点
に
つ
い
て
はM

arkku Peltonen,R
hetoric, Politics, and 

Popularity in Pre-R
evolutionary E

ngland  (C
am

bridge, 
2013), p.17 

を
参
照
。

（
５
）D

avid W
.Baker, D

ivulging U
topia: R

adical H
um

anism
 

in Sixteenth C
entury E

ngland (A
m

herst, 1999), p.116.
M

ichael Pincom
be, E

lizabethan H
um

anism
: Literature 

and Learning in the Later Sixteenth C
entury  (Routledge, 

2016), p.59 

に
お
い
て
も
、『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
繁
栄
』
は
「
コ

モ
ン
ウ
ィ
ー
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
」
の
著
作
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
。

（
６
）「
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
サ
ー
ク
ル
」
の
中
に
は
、
若
き
日
の
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
セ
シ
ル( C

ecil, W
illiam

, Lord Burghley, 1520-98)

、
ロ

ジ
ャ
ー
・
ア
ス
カ
ム ( A

scham
, R

oger, 1515-68)

、
ジ
ョ
ン
・
ポ

ネ
ッ
ト ( Ponet, John, 1514?-56)

、ジ
ョ
ン
・
エ
イ
ル
マ ( Aylm

er, 
John, 1521-94) 

ら
の
姿
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大

学
出
身
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
た
ち
に
つ
い
て
は 

W
inthrop S.H

udson, The C
am

bridge C
onnection and the 

E
lizabethan Settlem

ent of 1559  (D
urham

, 1980) 

に
詳
し

い
。

（
７
）John F.M

cD
iarm

id, 'Com
m

on C
onsent, Latinitas,  and 

the ''M
onarchical R

epublic'' in m
id-Tudor H

um
anism

', 
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イ
ン
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ラ
ン
ド
王
国
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栄
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経
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（
山
根
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in idem
, ed., The M

onarchical R
epublic of E

arly M
odern 

E
ngland: E

ssays in R
esponse to P

atrick C
ollinson  

(A
shgate, 2007), p.56.

（
８
）Ibid .

（
９
）A

lfred F.C
halk, 'N

atural Law
 and the Rise of Econom

ic 
Individualism

 in England', Journal of Political E
conom

y 
(1951).

（
10
）N

oah D
auber,State and C

om
m

onw
ealth: The Theory of 

th
e S

tate in
 E

arly M
od

ern
 E

n
glan

d
, 1549-1640 

(Princeton, 2016), p.75.

（
11
）N

eal W
ood, 'Foundations of Political Econom

y: The N
ew

 
M

oral Philosophy of Sir Thom
as Sm

ith', in Paul A.Fideler 
and T.F.M

ayer, eds., Political Thought and the Tudor 
C

om
m

onw
ealth: D

eep Structure, D
iscourse and D

isguise  
(R

outledge, 1992), p.145.

（
12
）Andrew

 M
cRae, G

od Speed the Plough : The Representation 
of Agrarian E

ngland, 1500-1660 (Cam
bridge, 2002), p.55.

（
13
）
こ
こ
で
は
家
計
術
・
家
政
学
と
は
異
な
る
「
経
済
学
」
を
意
味
し

て
い
る
。
た
だ
し
現
代
で
は
、
社
会
構
造
や
政
治
制
度
と
の
関
連
に

お
い
て
経
済
現
象
を
解
明
し
よ
う
す
る
「
政
治
経
済
学
」
の
意
味
で

用
い
ら
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

（
14
）W

ood, op. cit . (note 11), p.141; Terence W
.H

utchison, 
B

efore A
dam

 S
m

ith : T
he E

m
ergence of P

olitical 
E

conom
y, 1662-1776 (London, 1988), pp.20-21.

（
15
）
本
稿
で
は
、
基
本
的
に
こ
の
ラ
モ
ン
ド
版Elizabeth Lam

ond, 
ed., A

 D
iscourse of the C

om
m

on W
eal of this R

ealm
 of 

E
ngland: First Printed in 1581 and C

om
m

only Attributed 

to W
.S. (C

am
bridge, 1954) 

を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、

出
口
勇
蔵
監
修
『
近
世
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
経
済
思
想: 

イ
ギ
リ
ス

絶
対
主
義
の
一
政
策
体
系
』、
有
斐
閣
、
一
九
五
七
年
に
『
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
王
国
の
繁
栄
』
が
出
版
さ
れ
た
時
代
背
景
の
詳
細
な
解
説
と
共

に
そ
の
邦
語
訳
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
適
宜
こ
ち
ら
を
参
考
に
し
た
。

（
16
）
出
口
、
前
掲
書
（
註
15
）
一
九
五
頁
。

（
17
）
出
口
、
前
掲
書
（
註
15
）
一
九
五
―
九
六
頁
。

（
18
）『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
繁
栄
』
の
著
者
を
巡
る
論
争
に
つ
い
て

は
出
口
、
前
掲
書
、
一
七
二
―
九
四
頁
を
参
照
。
ま
た
二
人
の
経
歴

に
つ
い
て
、
こ
こ
で
はO

D
N

B
, [Sm

ith, Sir Thom
as]; [H

ales, 
John] 

を
参
考
に
し
て
い
る
。

（
19
）
ス
ミ
ス
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ン
ズ
・
カ
レ
ッ

ジ
と
ク
イ
ー
ン
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
に
入
り
、
一
五
四
二
年
に
は
法
学

博
士
の
称
号
を
得
て
、
一
五
四
三
―
四
四
年
に
か
け
て
同
大
学
最

初
の
ロ
ー
マ
法
欽
定
講
座
担
当
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
ま
た
彼
は

一
五
四
六
年
に
牧
師
職
に
就
き
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
内
の
宗
教
改
革
者

の
保
護
に
当
た
っ
て
い
た
。

（
20
）
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
植
民
活
動
は
現
地
の
ゲ
ー
ル
系
住
民
の
み

な
ら
ず
オ
ー
ル
ド
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
（
一
一
六
九
―
七
一
年
の
ノ

ル
マ
ン
人
に
よ
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
侵
攻
の
際
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、

ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
か
ら
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
定
住
す
る
よ

う
に
な
っ
た
人
々
の
子
孫
）
の
反
発
も
招
き
、
ま
た
ス
ミ
ス
と
一
緒

に
植
民
活
動
に
当
た
っ
て
い
た
彼
の
息
子
が
現
地
人
に
殺
害
さ
れ
る

な
ど
し
て
頓
挫
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
21
）
例
え
ばBritish Library 

のE
nglish Short Title C

atalogue
で
も
、『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
の
繁
栄
』
の
著
者
と
し
て
ス
ミ
ス
と
ヘ

イ
ル
ズ
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
人
が
著
者
と
し
て
有



－  224  －－  225  －

史
苑
（
第
七
八
巻
第
一
号
）

力
視
さ
れ
て
い
る
の
は
、
一
六
世
紀
の
ケ
ン
ト
州
出
身
の
尚
古
家
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
ラ
ン
バ
ー
ド( Lam

barde, W
illiam

, 1536-1601) 

が

所
有
し
て
い
た
同
書
の
写
本
に
「
本
書
は････

ヘ
ン
リ
八
世
も
し
く

は
エ
ド
ワ
ー
ド
六
世
の
御
世
に
（
一
説
に
よ
れ
ば
）
サ
ー
・
ト
マ
ス
・

ス
ミ
ス
ま
た
は
（
別
の
説
に
よ
れ
ば
）
ジ
ョ
ン
・
ヘ
イ
ル
ズ
氏
に
よ
り
、

著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
覚
書
が
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

（
22
）
そ
の
他
の
「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
・
メ
ン
」
と
し
て
は
、
ウ
ス
タ
主

教
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
宗
教
改
革
の
推
進
者
だ
っ
た
ヒ
ュ
ー
・
ラ
テ
ィ

マ
ー ( Latim

er, H
ugh, 1485?-1555) 

や
ロ
ン
ド
ン
で
印
刷
業

を
営
ん
で
い
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
論
客
ロ
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ウ
リ 

( C
row

ley, R
obert, 1517?-88) 

ら
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
23
）M

aurice W
.Beresford, The Lost Village of England (London, 

1954), p.130.

（
24
）op. cit . (note 15), p.10.

（
25
）
因
み
に
、
ト
マ
ス
・
ス
ミ
ス
は
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
制
論
』
に

お
い
て
、「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」
を
「
戦
時
や
平
時
に
お
い
て
も
自

ら
を
守
る
た
め
に
、
共
同
の
意
思
と
誓
約 ( com

m
on accord &

 
couenauntes) 

に
よ
っ
て
集
ま
り
、
結
合
し
た
自
由
な
人
々 ( a 

m
ultitude of free m

en) 

の
社
会 ( a society)

、
あ
る
い
は
共

同
の
活
動 ( com

m
on doing) 

で
あ
る
」( Thom

as Sm
ith, D

e 
R

epvblica Anglorvm
(London, 1583; STC 22857), sig.C1v) 

と
定
義
し
つ
つ
も
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
政
体
は
君
主
政
・
貴
族
政
・

民
主
政
の
三
要
素
か
ら
成
る
「
混
合
君
主
政
」
で
あ
る
、
と
主
張
し

て
い
る
。

（
26
）op. cit. (note 15), p.14.

（
27
）
木
村
俊
道
『
顧
問
官
の
政
治
学
：
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
イ
コ
ン
と
ル

ネ
サ
ン
ス
期
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
』、
木
鐸
社
、
二
〇
〇
三
年
、
四
九
―

五
一
頁
。

（
28
）op. cit . (note 15), p.14.

（
29
）Ibid ., pp.121-22.

（
30
）Ibid ., p.53.

（
31
）Ibid ., p.57.

（
32
）Ibid ., pp.37, 48.

（
33
）Ibid ., pp.48-49.

（
34
）Ibid. , p.49.

（
35
）Ibid ., pp.49-50.

（
36
）Ibid ., pp.50-51.

（
37
）Ibid ., p.40.

（
38
）Ibid ., pp.43-44.

（
39
）
今
日
で
は brass 

は
真
鍮
を
意
味
す
る
が
、
か
つ
て
は
（
真
鍮
を

指
す
場
合
も
あ
っ
た
が
）
む
し
ろ
銅
と
他
の
卑
金
属
と
の
合
金
、
特

に
青
銅
を
意
味
し
、
貨
幣
と
し
て
は
銅
貨
・
青
銅
貨
を
意
味
し
て
い

た
。
こ
う
し
た
銅
が
貨
幣
（
特
に
銀
貨
）
と
し
て
流
通
し
た
要
因
と

し
て
、
当
時
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
貨
幣
悪
鋳
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
本
稿
、
注
五
五
を
参
照
。

（
40
）op. cit . (note 15), p.45.

（
41
）
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
一
五
三
四
年
の assessm

ent act 

に
よ
り
、

食
料
品
の
価
格
騰
貴
に
対
す
る
苦
情
が
出
さ
れ
た
場
合
、
チ
ー
ズ
、

バ
タ
ー
、
雄
鶏
、
雌
鶏
、
若
鶏
な
ど
の
価
格
統
制
が
可
能
に
な
っ
た
。

（
42
）op. cit . (note 15), pp.45-46.

（
43
）Ibid ., p.47.

（
44
）Ibid ., p.61.

（
45
）Ibid.

（
46
）Ibid ., pp.61-62.
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（
47
）Ibid ., pp.62-63.

（
48
）Ibid ., p.63.

（
49
）Ibid.

（
50
）Ibid ., pp.64-65.

（
51
）Ibid ., p.65.

（
52
）Ibid ., pp.65-66.

（
53
）Ibid ., pp.65-67.

（
54
）Ibid ., p.67.

（
55
）
新
大
陸
か
ら
の
多
量
の
銀
の
流
入
に
伴
う
金
の
国
外
流
出
を
防
ぐ

た
め
、
ま
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
対
外
戦
争
の
た
め

の
費
用
を
捻
出
す
る
た
め
、
一
五
四
〇
年
代
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で

は
貨
幣
の
「
大
悪
鋳 ( G

reat D
ebasem

ent)

」
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
一
五
五
一
年
五
月
に
は
純
分
三
オ
ン
ス
の
テ

ス
ト
ン
貨
が
発
行
さ
れ
、
貨
幣
悪
鋳
は
そ
の
極
み
に
達
し
た
。
同
年

一
〇
月
に
、
ウ
ォ
リ
ッ
ク
伯
は
貨
幣
悪
鋳
に
歯
止
め
を
掛
け
よ
う
と

し
た
が
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
本
格
的
な
貨
幣
改
革
が
行

わ
れ
る
の
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
治
世
に
入
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。

（
56
）op. cit . (note 15), p.69.

（
57
）Ibid ., p.78.

（
58
）Ibid ., p.80.

（
59
）Ibid ., p.87.

（
60
）Ibid ., p.88.

（
61
）Ibid.

（
62
）Ibid ., p.90.

（
63
）Ibid.

（
64
）
公
共
性
を
志
向
し
た
人
的
結
合
体
、
即
ち
、
公
共
の
利
益
の
実
現

を
目
指
す
人
間
の
繋
が
り
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
る
共
同
体
、
と
い
う

思
考
自
体
は
一
六
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
古
典
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト

た
ち
に
広
く
共
有
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
公

共
的
な
国
家
観
あ
る
い
は
共
同
体
概
念
を
経
済
的
文
脈
で
用
い
た
点

に
著
者
の
独
自
性
が
あ
る
と
言
え
る
。

（
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
博
士
課
程
後
期
課
程
修
了
生
）
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Economic Thought in A Discourse of the Commonweal:
‘Self-Interest’ and ‘National Interest’

YAMANE, Akihiro

　　A Discourse of the Commonweal, supposedly written at the peak of 
the social unrest of Somerset’s protectorate in 1549 (but not published 
until 1581), presents the most important economic thought produced 
in Tudor England. The author is said to be Sir Thomas Smith (a 
principal secretary of state, privy councillor, diplomat and MP during 
the Tudor period), though, this work has sometimes been attributed 
to John Hales (a member of the commission to deal with ‘enclosure’ 
and MP in the reign of Edward VI and Elizabeth I). Discourse adopts 
a characteristic mode of academic analysis, the dialogue, in this case, 
between five people in total (a doctor, a knight, a merchant, a capper, 
and a husbandman), each of whom represents different social groups, 
promoting their sectional interpretation of the causes of inflation.
　　On an individual level, the author, quoting Plato, assumes each 
person seeks to enhance his advantage and increase his profit, and 
‘buying cheap and selling dear’ is a behavioural law of man’s fallen 
nature. Therefore the author thinks man is weak, avaricious, and 
egotistical. In contrast, based on classical humanism (presumably 
Cicero’s De Officiis), the author appeals to Englishmen to devote 
themselves to ‘commonwealth’, a community aimed at the achievement 
of ‘public good’. According to the doctor (or the author), ‘violent 
Inclosures’ of arable land is not allowable in ‘commonwealth’, because it 
is ‘proffitable to one’, but unprofitable (or rather harmful) to all. Thus, 
to the author, ‘self-interest’ is acceptable unless it damages ‘public 
good’.
　　On a state level, the author shows a strong, coherent aversion to 
foreign countries or foreign trade, and emphasizes the necessity to 
protect the English economy. Although the author gives some weight 
to the conventional explanations of sheep farming, enclosure and the 
raising of rents, he sees the main cause of inflation as lying in the 
debasement of the coinage and competition from foreign imports. To 
be more specific, ‘strangers’ smuggled out a great amount of brass in 
exchange for gold, silver and the staples of England, and prices have 
sharply gone up. In addition, they brought many expensive ‘trifles’, and 
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purchased products of England at lower prices. As a result, English 
merchants couldn’t help selling their products at higher prices, which 
is why inflation was caused in England. Thus, the author mechanically 
shows the way to maintain ‘national interest’ in foreign trade. Neal 
Wood sees Discourse as a work of ‘political economy’ due to its advocacy 
of ‘self-interest’ (or economic individualism), but the separation of 
economy and ‘moral philosophy’ could be found on a state level.


